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　年功制および終身雇用の崩壊が叫ばれている。従業
員の処遇はそれらにかわって能力主義にもとつくもの
になってきたといわれている。その能力主義的な労務
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管理の屋台骨にあたるのが職能資格制度である。
　一般論としてはその通りなのだが，この主張にはに
わかには賛同しにくい面がある。一つには，「終身雇
用・年功制から能力主義へ」という主張は昨今が初め
てではないという事情がある。それどころカこ経済環境
が変化するたびに何回も繰り返して叫ばれてきた。あ
る種の「狼少年」の感を拭えない「前科」炉ある。二
つには，そもそも能ヵ主蒙の「屋台骨」とされる職能
資格制度それ自体が本格的に普及し始めたのは近年の
ことではなく，オイルショック以来の長い歴史があ
る。ある調査によると上場企業の8割がすでに導入済
みである。とするならぽ，今日ことさら「日本的雇用
慣行の崩壊」と声高に叫ぼれる真相は何であろうか。
その実像はどうであろうか。またどのような方向に進
んでいるのだろうか。これらについて企業と職場の実
状から確かめてみる価値はありそうである。
　このような意図をもって2年計画で開始したのであ
るが，初年度にあたる97年度は，政府官庁，経済団
体，民間研究所などによる各種の提言や実態調査を可
能な限り収集することに専念した。さしあたって明ら
かになったことは以下の点である。
　第1に，今日，企業が新しい雇用や処遇のあり方を
模索しているのは，．個々の企業の願望や主観ではな
く，そうぜざるをえない客観的な根拠がある。
　第2に，職能資格制度に注目してみると，当初は制
度の導入自体に力が注がれ，その結果，大企業を中心
に広く普及した。しかしバブル経済の崩壊以来，制度
の普及そのものではなく，それをどのように機能さ
せ，運用していくのかに力点が変わってきた。
　第3に，その方向性についてはいろいろ言われては
いるものの，具体的なあり方は確たるものではなく，
主張の内容についても矛盾さえみられる。例えぽ，一
方でこれからも「日本的雇用慣行」は維持すべきだと
いいながら，同時に他方で年功制を廃止して成果主義
・業績主義に変更すべきであると主張される。一見し
て矛盾しているが，この前者と後者を照らし合わせる
ことによって財界と企業のねらいの輪郭がみえてきそ
うである。
　第4に，労働組合は，能力主i義管理と職能資格制度
の普及を前にして，働くものの立場に立ってそれを規
制してこなかったが，その一層の強化への転換期であ
る現在もまた規制への方針も意欲も示していないよう
にみえる。
　残された1年では，以上の4点を企業と職場の現実
と実態から詳しく裏付けるべく調査をおこない，研究
課題をまとめることにする。
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